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レ シ ピ
お す す め
JA ふれあい食材

今月のイベント

●材料は2人分が基準になっております。
●盛付例はイメージです。
※�材料の野菜がない場合は家庭にあるお好きな野菜をお
使い下さい。

2 月にお届けする材料を使用したレシピです

生産資材部

畜産部

米穀部

作り方

材　料

�凡例：　　　低い（少ない）　　　平年並　　　高い（多い）
� （仙台管区気象台　発表）

柔らかイカめし

2月1日　畜産部　肉牛飼養管理について

2月2日　園芸部　営農相談室（こめパワーマットの注文）

2月8日　生産資材部　農業機械レンタル事業について

2月9日　米穀部　営農相談室

2月15日　ＪＡライフクリエイト福島　�
　　　　　�生活用品事業の取組みについて

2月22日　営農企画部　全農広報活動について

2月29日　燃料部　LPガスで快適生活

❶�イカは解凍する。もち米はあらって30 分～ 1時間ほ
ど水に浸しておく。
❷�イカの中にもち米を7割程度詰めて楊枝で留める。
❸�炊飯器の中に、水と調味料をすべて入れて混ぜる。イ
カを並べ入れ、皮をむいて薄切りにした生姜をのせて、
通常通りに炊き込む。
❹�炊き上がったら、すぐに炊飯器のスイッチを切って出来
上がり。

・国産柔らかスルメイカ....2杯
・もち米...................2/3カップ
・水................................150cc
・酒................................100cc

・麺つゆ.......................大さじ2
・顆粒だし...................大さじ1
・みりん、砂糖.........各大さじ1
・生姜...................................1片

挨拶をする大橋運営委員会会長

東北地方の長期予報
＜予想される向こう１か月の天候＞
　向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量等の
確率は以下のとおりです。
　東北日本海側では、平年と同様に曇りや雪の日が多いでしょう。東北太平洋側では、
平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。
　向こう１か月の平均気温は、平年並または高い確率ともに４０％です。降水量は、
東北太平洋側で平年並または多い確率ともに４０％です。日照時間は、東北太平洋
側で平年並または少ない確率ともに４０％です。
　週別の気温は、１週目は、平年並の確率５０％です。２週目は、高い確率５０％です。
＜気温、降水量、日照時間の各階級の確率 (％ ) ＞
1月 23日～2月22日
【気　　温】 20 40 40
【降 水 量】
・日本海側 30 40 30
・太平洋側 20 40 40
【日照時間】
・日本海側 30 40 30
・太平洋側 40 40 20
【降�雪�量】
・日本海側 30 40 30
＜気温経過の各階級の確率（％ ) ＞
1月 23日～1月29日

20 50 30
1月 30日～2月　5日

20 30 50
2月　6日～2月19日

30 30 40

編
集
後
記

　「福島のニラ」が美味しい季節です。肉厚で甘みが特徴ですが、独
特の匂いは硫化アリルという成分です。胃腸の働きを助け、血液の循
環を促す働きをします。また、抗酸化作用があり糖尿病・動脈硬化・
癌の予防に効果があると言われています。
　「韮剪つて酒借りに行く隣かな」（子規）庭の韮でどんな料理を作っ
たのでしょうか。隣から借りるほど早く飲みたかったに違いなく、手
早い料理は滋養のある「卵とじ」だったかもしれません。栄養価の高
い料理を肴に、背を丸め熱燗で温まっている情景が浮かびます。硫化
アリルは、アルコールとの相性が良いようです。今年の節分は、「根岸
の庵」に想いを馳せながら「ニラの卵とじ」を熱燗でいただきます。
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年 
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牛
子
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初
せ
り
が
盛
会
に
開
催
‼

●
国
産
大
豆
の
状
況

　

国
産
大
豆
は
平
成
26
年
産
、
27
年
産
と
高
値
で
の
取
引
が
続
き
ま
し
た
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
一
体
と
な
り
今
後
の
国
産
需
要
の
維
持
・
拡
大
、
実
需
者
へ
の
安
定
供
給
の
た
め
の
体
制
構
築
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

●
福
島
県
産
大
豆

　

県
産
大
豆
は
現
在
「
タ
チ
ナ
ガ
ハ
」「
あ
や
こ
が
ね
」
の
２
銘
柄
が
中
心
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
の
栽
培
面
積
は
８
３
６
㏊
で
東
日
本
大
震
災
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
い

収
量
が
期
待
で
き
、
売
れ
る
大
豆
へ
の
品
種
転
換
を
目
指
し
ま
す
。

●「
里
の
ほ
ほ
え
み
」

　

栃
木
県
、
山
形
県
、
北
陸
で
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
い
る
品
種
で
す
。
西
の
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」
に

対
し
東
の
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
と
な
り
得
る
有
望
品
種
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
本
部
は
平
成
27
年

度
県
内
６
か
所
（
会
津
１
か
所
、
中
通
り
３
か
所
、
浜
通
り
２
か
所
）
で
実
証
圃
を
設
置
し
ま
し
た
。

●「
タ
チ
ナ
ガ
ハ
」
と
比
較
し
た
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
の
特
性

▼
丸
葉
で
初
期
生
育
が
早
い
た
め
、
生
育
初
期
の
湿
害
リ
ス
ク
が
抑
え
ら
れ
る
。

▼
莢
数
が
多
い
。
粒
も
非
常
に
大
き
い
た
め
、
10
ａ
あ
た
り
の
収
量
が
高
い
。

▼�

葉
の
黄
化
が
早
く
斉
一
で
あ
り
青
立
ち
株
が
少
な
い
た
め
、
収
穫
適
性
が
高
い
（
今
回
の
実
証

圃
で
は
評
価
が
分
か
れ
ま
し
た
）

▼�

最
下
着
莢
が
高
く
、
非
常
に
裂
莢
し
に
く
い
た
め
、

収
穫
時
の
収
量
ロ
ス
が
極
め
て
少
な
い
。

●
今
後
の
取
組
み

　
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
は
27
年
産
の
生
産
計
画
で
生
産
量

全
国
第
７
位
の
上
位
品
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
需
者
か
ら
の
評
価
も
高
く
「
タ
チ
ナ
ガ
ハ
」
か
ら
の

全
面
転
換
を
す
る
県
も
増
え
て
お
り
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
と

し
て
も
平
成
29
年
に
県
の
奨
励
品
種
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
平
成
28
年
度
も
実
証
圃
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
は
１
月
13
日
、
14
日
の

２
日
間
、
本
宮
市
の
福
島
県
家
畜
市
場
に

お
い
て
、
平
成
28
年
和
牛
初
セ
リ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

セ
リ
初
日
に
は
開
催
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
の
大
橋
信
夫

運
営
委
員
会
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
挨

拶
を
お
こ
な
い
、
福
島
県
の
小
野
和
彦
県

農
林
水
産
部
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
牛
繁
殖
飼

育
者
協
議
会　

山　

富
士
雄
会
長
の
発
声

に
よ
り
乾
杯
が
行
わ
れ
、
セ
リ
に
入
り
ま

し
た
。

　

初
セ
リ
は
県
内
外
か
ら
延
べ
２
１
１
名

の
購
買
者
で
取
引
が
行
わ
れ
、
近
県
で
は

山
形
県
・
宮
城
県
・
茨
城
県
・
栃
木
県
か

ら
、
遠
県
で
は
佐
賀
県
・
三
重
県
・
兵
庫

県
・
長
野
県
の
購
買
者
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

２
日
間
の
セ
リ
の
結
果
は
、
前
年
１
月

の
初
セ
リ
よ
り
平
均
１
４
８
，２
３
８
円

高
い
７
３
８
，６
８
５
円
で
取
引
さ
れ
、

高
値
で
の
28
年
セ
リ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

大
豆
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」 

 

奨
励
品
種
へ
向
け
て
の

取
組
み
に
つ
い
て

2�月 5日 営農企画部 第２回ＪＡ食の安全確保担当者会議
場所 /ＪＡ福島ビル

2�月 8日 畜産部 ＪＡグループ酪農家全体研修会
場所 /農業総合センター

2�月16日 消費地販売部 福島農産物加工品研究会総会
場所 /大森

2�月17
～18日 燃料部 ＪＡ‐ＳＳ運営者研修会

場所 /磐梯熱海

2月19日 消費地販売部 全国肉用牛共励会
場所 /品川

2�月26日 消費地販売部 福島花き研究会総会
場所 /大森

2月29日 営農企画部 福ふく市
場所 /築地

単位：頭、円（税込）、kg

開催日 1月13日～14日
品種 和牛子牛

和
牛

性別 雌 去勢 合計
入場頭数 323 425 748

価
格

最高 1,076,760 1,063,800 1,076,760
最低 203,040 434,160 203,040
平均 694,968 771,704 738,685

平均体重 284 308 298
kg単価 2,452 2,503 2,482
前月比 △5,052 △ 25,564 △ 14,927

タチナガハと里のほほえみ粒形比較


